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繋げよう絆・広げよう地域の輪

富士通アイソテック ベースボールクラブ
野球で福島を元気に！

第３９回全日本クラブ野球選手権福島県大会が6/14から6/22までの４日間、南相馬市野球場他
で行われます。今号ではクラブ野球選手権福島大会に向け、宮木監督・小野キャプテンから意気
込みを聞きましたのでその内容を掲載します。
富士通アイソテックベースボールクラブは東北大会、全国大会を目指し戦います。皆さんの応
援・支援を宜しくお願いいたします。

クラブ選手権福島県大会に向けて（宮木監督）

昨年度のクラブ選手権福島大会では、初出場初優勝を飾ることができましたが、
他チームとの力が僅差であり、またゲーム運び等も不安定で薄氷を踏む思いで
の優勝でした。
今年は、昨年協力していただいた北芝電機野球部のメンバーが当クラブを引退
し、代わりにフレッシュな7名の新メンバーが加入して、チームが大きく変わること
になりました。しかしながらチームの根幹がまだ固まらないうちの都市対抗野球
福島県大会では、2回戦で敗北し、『油断』『傲り』『慢心』と勝負事ではあってはい
けない“気持ち”があり、最後まで修正できずに敗北を喫することになりました。
昨年も都市対抗野球大会の敗北からクラブ選手権で這い上がったように、今年
もこの教訓を生かし、必ずやクラブ選手権で優勝するとチーム全体で決意してお
ります。都市対抗大会では数多くのサポータの方が球場に足を運んでいただきま
したが、勝利を届けられなく申し訳なく思っております。このクラブ選手権大会で
は勝利をお届けできるよう【一戦必勝】でプレー致しますので、変わらずのご声援

クラブ選手権福島県大会に向けて
（小野キャプテン）

今年は７名の新入部員が入り、新チームになりました。
新チームで望んだ都市対抗野球大会では、２回戦敗退という結果になりまし
た。日頃の練習に対し、どこまで本気になれていたか、またチーム一丸となって
戦うことの大切さを痛感しました。
この悔しい気持ちをクラブ選手権では一人一人が持っている力を十分に発揮
し、チーム一丸となって一戦必勝で戦います。
皆さんの温かい応援をよろしくお願いいたします。


